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刊
行
の
こ
と
ば

市
政
50
周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
開
始
し
ま
し
た
『
鳥
栖
市
誌
』
編
纂
事
業
は
、「
多
様
な
生
活
と
文
化
」「
人
・
物
・
技
術
の
交
流
の

広
が
り
」を
テ
ー
マ
と
し
て
作
業
を
進
め
、
7
年
目
に
な
り
ま
す
。
す
で
に『
鳥
栖
市
誌
」本
編
第
1
巻「
自
然
地
理
編
」と
第
2
巻「
原
始
・

古
代
編
」、
第
3
巻
「
中
世
・
近
代
編
」
を
現
在
ま
で
に
刊
行
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
本
編
の
刊
行
は
も
と
よ
り
、
地
域
の
重
要
な
資
料
・

研
究
を
ま
と
め
た
「
資
料
編
」「
研
究
編
」
の
刊
行
も
重
要
な
編
纂
事
業
の
方
針
と
し
て
お
り
、
今
日
ま
で
に
、
資
料
編
第
５
～
11
集
、
研

究
編
５
集
を
刊
行
し
て
お
り
ま
す
。

当
市
は
、
筑
紫
平
野
と
福
岡
平
野
の
結
節
点
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
古
来
よ
り
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
、
今
日
も
こ
の
地
域
性
を

生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
現
在
の
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
と
と
も
に
昔
な
が
ら
の
風
景
が
急
速
に
失
わ

れ
て
き
て
お
り
、
伝
統
的
な
建
造
物
も
数
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
平
成
13
年
か
ら
６
年
間
の
期
間
を
か
け
、
1
年
間
10
数
件
程
度
の
建
物
調
査
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
調
査
対
象
は
、
神

社
・
寺
院
・
民
家
を
は
じ
め
、
地
域
の
特
徴
的
な
建
物
を
中
心
に
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
鉄
道
、
農
業
、
売
薬
、
製
粉
、
鍛

冶
等
に
利
用
さ
れ
た
建
物
な
ど
の
鳥
栖
地
域
の
生
活
を
考
え
る
上
で
貴
重
な
建
物
も
記
録
に
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
編
の
刊
行
に
あ
た
り
、
建
物
調
査
か
ら
執
筆
・
監
修
ま
で
、
困
難
な
作
業
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
九
州
産
業
大
学
教
授
佐
藤
正
彦
氏
、
同
大
学
工
学
部
建
築
学
科
佐
藤
研
究
室
の
皆
様
方
に
、
深
い
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す

と
と
も
に
、
建
物
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
ま
た
貴
重
な
資
料
等
を
提
示
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
市
民
の
皆
様
な
ら
び
に
関
係
各

位
に
対
し
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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年
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例　

言

１　

本
巻
は
鳥
栖
市
に
現
在
ま
た
は
調
査
時
点
で
存
在
し
た
歴
史
的
な
建
造
物
に
つ
い
て
、そ
の
実
測
図
面
・
写
真
の
ほ
か
、
様
式
的
・
技
術
的
特
色
・
復

　
　

原
的
調
査
、沿
革
に
関
す
る
文
献
史
料
な
ど
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

２　

取
り
扱
っ
た
時
代
は
、
鳥
栖
市
に
現
存
す
る
建
築
遺
構
で
１
番
古
い
も
の
が
江
戸
時
代
の
建
設
な
の
で
、
上
限
は
江
戸
時
代
と
し
、
下
限
に
つ
い
て
は
昭

　
　

和
20
年（
１
９
４
５
）ご
ろ
と
し
た
。

３　

建
築
の
種
類
は
、
建
築
を
文
化
財
と
し
て
保
存
す
る
場
合
の
主
要
な
対
象
で
あ
る
神
社
・
寺
院
、
民
家
（
農
家
・
商
家
・
町
家
な
ど
）お
よ
び
明
治
以
降

　
　

の
洋
風
建
築
な
ど
と
し
、
石
造
鳥
居
や
石
造
社
殿
以
外
の
五
輪
塔
・
石
造
層
塔
な
ど
の
外
の
石
造
物
は
割
愛
し
た
。
鳥
居
は
明
神
鳥
居
の
一
種

　
　

で
あ
る
笠
木
の
先
端
が
バ
ナ
ナ
型
に
な
っ
て
い
る
も
の
を
当
地
方
の
呼
称
に
な
っ
て
い
る
肥
前
鳥
居
と
し
た
。

４　

建
築
の
種
類
別
区
分
は
、第
１
章
神
社
、第
２
章
寺
院
、第
３
章
民
家
の
３
区
分
と
し
、各
区
分
内
の
配
列
順
序
は
、原
則
と
し
て
町
別
に
現
行
の
行
政

　
　

順
序
に
従
っ
た
。第
４
章
は
そ
の
他
の
建
築
、第
５
章
は
建
築
工
匠
に
つ
い
て
触
れ
た
。

５　

個
別
解
説
で
は
、
建
物
名
称
の
次
に
、
所
在
地
・
平
面
形
式
・
屋
根
形
式
・
葺ふ

き

材ざ
い

・
建
築
年
代
（
根
拠
）・
文
化
財
指
定
種
別
・
指
定
年
月
日
の
順

　　　
に
、文
化
庁
文
化
財
保
護
部
建
造
物
課
の
編
集
に
よ
る『
国
宝
・
重
要
文
化
財
指

　　　

定
目
録
』に
準
じ
て
列
記
し
た
。た
だ
し
、
工
事
竣
工
年
は
年
度
で
は
な
く
、
本

　　　

文
同
様
に
暦
年
と
し
た
。
設
計
者
・
施
工
者
名
が
判
明
し
て
い
る
建
物
は
建
築

　　　

年
代
の
次
に
入
れ
た
。な
お
、
該
当
の
な
い
項
目
に
つ
い
て
は
省
略
し
た
。
複
数
の

　　　

建
物
を
一
括
し
て
取
り
扱
っ
た
も
の
は
、共
通
す
る
項
目
に
つ
い
て
適
宜
整
理
し
て

　　　

記
し
た
。

６　

建
物
名
称
は
、
文
化
財
指
定
の
名
称
に
準
拠
し
た
。た
だ
し
、
文
化
財
指
定
以

　　　

外
の
民
家
で
は
、所
有
者
名
な
ど
と
し
た
。

７　

本
文
の
記
述
は
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
、
現
代
か
な
づ
か
い
、お
よ
び
鳥
栖
市

　　　

誌
編
纂
委
員
会
の
方
針
に
よ
っ
た
。た
だ
し
建
築
用
語
は
漢
字
を
用
い
、ま
た
特

　　　

殊
な
用
語
に
は
旧
字
体
を
用
い
た
も
の
も
あ
る
。そ
の
場
合
、ル
ビ
を
付
け
た
。

８　

年
号
は
日
本
年
号
を
用
い
、適
宜（　

）内
に
西
暦
を
付
し
た
。

表１
時代区分 西暦
原始時代      ～592

古
代

飛鳥時代 593～709

奈良時代 710～793

平安
前期
中期
後半

794～929
  930～1085
1086～1184

中
世

鎌倉 前半
後半

1185～1274
1275～1332

室町

前半
（南北朝）

中期
後期

1333～1392

1393～1466
1467～1572

近
世

桃山 1573～1614

江戸

前半
中期
後期
末期

1615～1660
1661～1750
1751～1829
1830～1867

近
代

明治 1868～1911

大正 1912～1925



９　

時
代
区
分
は
建
築
史
学
で
一
般
に
用
い
ら
れ
て
い
る
表
１
の
年
代
区
分
に
従
っ
た
。

　
　
　

な
お
、
明
治
は
元
～
15
年
を
前
期
、16
～
30
年
を
中
期
、31
年
～
45
年
を
後
期
と
し
た
。

10　

人
名
に
は
、
原
則
と
し
て
敬
称
を
省
略
し
た
。

11　

図
面
の
寸
法
は［
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
］で
表
示
し
た
。
建
物
の
方
位
は
適
宜
矢
印
で
示
し
、
矢
印
の
先
端
方
向
を
北
と
し
た
。
民
家
で
は
、そ
の
家
で
呼
称

　
　
　

さ
れ
て
き
た
室
名
は
、カ
タ
カ
ナ
で
示
し
た
。
室
名
の
不
明
な
場
合
は「
６
畳
」な
ど
と
具
体
的
な
部
屋
の
広
さ
で
示
し
た
。
主
要
な
出
入
り
口
は
△　

　
　
　

ま
た
は
▲
で
表
示
し
た
。　　

は
竿さ

お

縁ぶ
ち

天
井
、　　

は
根ね

太だ

天
井
を
示
し
、　　

は
長な

げ

押し

、　　

は
押
入
れ
、
卍
は
仏
壇
、　　

は
神
棚
を
示
す
。
主
屋
の
土
間　

　
　
　

部
分
は
網
か
け
を
付
け
て
床
部
分
と
区
別
し
た
。

12　

図
版
を
借
用
・
転
載
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
図
の
表
題
（　

）
内
に
原
図
所
蔵
者
・
提
供
者
・
引
用
文
献
名
な
ど
出
典
を
記
し
た
。

13　

沿
革
史
料
で
は
、
原
文
書
が
改
行
さ
れ
て
い
る
も
の
を
、
改
行
せ
ず
に
記
す
場
合
に
は
改
行
の
記
号
と
し
て
／
を
用
い
た
。ま
た
、
棟む

な

札ふ
だ

な
ど
で
１
段
に

　
　
　

収
ま
ら
な
い
も
の
は
※
の
記
号
で
、
接
続
す
る
行
の
ま
と
ま
り
と
位
置
を
記
し
た
。

14　

棟
札
等
の
寸
法
は「
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
」で
表
示
し
た
。

15　

文
献
資
料
で
は
綴
込
部
分
を
…
…
の
点
線
で
示
し
た
。

16　

参
考
文
献
の
う
ち
、
調
査
報
告
書
に
つ
い
て
は
個
別
解
説
で
は
略
記
し
、
主
要
参
考
文
献
一
覧
に
執
筆
者
ほ
か
を
詳
述
し
た
。

17　

本
編
収
録
建
造
物
は
、
市
誌
編
纂
係
の
選
定
と
、『
佐
賀
県
の
近
世
社
寺
建
築
』『
佐
賀
県
の
近
代
和
風
建
築
』『
鳥
栖
の
民
家
』
掲
載
の
も
の
で

　
　
　

あ
る
。
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１　

資
料
収
録
の
範
囲
と
方
針

鳥
栖
市
に
お
け
る
人
類
の
建
築
行
為
を
示
す
最
初
の
証
拠
は
、
蔵

く
ら
の
う
え上

遺
跡
か
ら
縄
文
時
代
の
住
居
跡

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
弥
生
時
代
に
は
、
安や

す
な
が
た

永
田
遺
跡
を
は
じ
め
と
し
て
数
多
く
の
集
落
跡
も
み

ら
れ
る
。
ま
た
、
鳥
栖
市
の
北
東
30
㎞
程
の
福
岡
市
は
、
国
内
有
数
の
弥
生
時
代
の
遺
跡
の
密
集
地
で
あ

る
。
博
多
区
の
板
付
遺
跡
や
金
隈
遺
跡
、
西
区
の
吉
武
高
木
遺
跡
や
野
方
遺
跡
が
代
表
的
な
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
西
方
に
は
広
大
な
吉
野
ヶ
里
遺
跡
が
あ
る
。
市
内
の
縄
文
早
期
遺
跡
と
し
て
西
田
遺
跡
が

あ
っ
て
、
住
居
跡
な
ど
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
、
定
住
拠
点
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
1

。
し
た
が
っ
て
、

約
6
０
０
０
年
以
上
も
前
か
ら
人
類
が
生
活
し
、
建
築
行
為
が
あ
っ
た
。
鳥
栖
市
内
に
も
縄
文
草
創
期
以

前
の
建
築
行
為
を
示
す
証
拠
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
未
だ
確
認
は
さ
れ
て
い
な
い
。

建
築
資
料
の
中
に
は
、
こ
の
よ
う
な
建
築
遺
跡
の
他
に
、
遺
構
、
文
献
史
料
、
棟

む
な

札ふ
だ

や
墨

ぼ
く

書し
ょ

、
民
俗
資
料

な
ど
が
あ
る
。

遺
跡
の
場
合
は
建
築
そ
れ
自
身
が
失
わ
れ
た
が
、
地
中
に
礎
石
や
柱
穴
、
炉
跡
な
ど
が
残
っ
て
い
る
。

こ
の
場
合
は
間
取
り
や
生
活
状
況
を
知
る
有
力
な
手
が
か
り
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
実
際
に
建
物
が

残
っ
て
い
な
い
時
代
や
、
残
っ
て
い
る
建
物
が
少
な
い
場
合
、
時
代
の
建
築
を
知
る
た
め
の
有
力
な
資
料

と
な
る
。

遺
構
は
建
築
資
料
の
中
で
一
番
中
心
と
な
る
も
の
で
、
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
最
初
に
建
て

ら
れ
た
後
、
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
て
傷
み
も
生
ず
る
の
で
、
徐
々
に
修
理
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
屋
根
の
葺ふ

き
替
え
や
間
取
り
の
改
造
、
増
築
な
ど
を
受
け
な
が
ら
現
在
ま
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
建
物
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
変
遷
や
地
域
に
よ
る
異
同
を
知
る
こ
と
が
建
築
史
学
の
目
的
の
一
つ
で
も
あ
る
。

文
献
史
料
は
設
計
図（
家
相
図
）、
普
請
帳（
工
事
記
録
）、
間
取
図
、
使
用
状
況
、
建
築
基
準
法（
建
築
規
制
）

な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
当
時
の
建
築
設
計
技
術
や
使
わ
れ
方
、
習
慣
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
。ま

た
、
棟
札
や
部
材
の
墨
書
、
祈き

祷と
う

札
は
設
計
図
や
工
事
記
録
と
共
に
建
築
に
直
結
す
る
重
要
な
資
料

１　

鳥
栖
市
誌
編
纂
委
員
会
編（
２
０
０
５
）『
鳥
栖
市
誌　

第
２

　
　

巻　

原
始
・
古
代
編
』
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